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文
化
庁
は
、
地
域
で
受
け
継
が
れ
愛
さ
れ
て
い
る

食
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
１
０
０
年
続
く
食
文
化
と

し
て
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
す「
１
０
０
年
フ
ー
ド
」

と
、
食
文
化
へ
の
学
び
や
体
験
の
提
供
に
取
り
組
む

博
物
館
、
施
設
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
一
体
的
に
発

信
す
る
「
食
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
。

フ
ー
ド
は
江
戸
時
代
以
前

か
ら
伝
わ
る
「
伝
統
」
、
明

治
・
大
正
か
ら
続
く「
近
代
」、

昭
和
以
降
に
生
ま
れ
、
今
後

１
０
０
年
の
継
承
を
目
指
す

「
未
来
」
の
３
部
門
あ
る
。

全
国
か
ら
候
補
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
２
１
２
件
の
応

募
が
あ
り
、
有
識
者
委
員
会

に
よ
る
審
査
で
、
基
準
を
満

た
し
た
１
３
１
件
を
認
定
し

た
。
内
訳
は
伝
統
が

件
、

近
代

件
、未
来
は

件
で
、

有
識
者
の
評
価
が
特
に
高
か

っ
た

件
を
有
識
者
特
別
賞

と
し
た
。

ま
た
、
食
文
化
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
対
象
は
博
物
館
や
道

の
駅
、
食
の
体
験
・
情
報
発

信
施
設
な
ど
で
、

件
の
応

募
が
あ
り
、

件
を
認
定
。

最
も
件
数
が
多
か
っ
た
の
は

愛
知
県
で
、
「
半
田
市
立
博

物
館
」
「
道
の
駅
も
っ
と
く

る
新
城
」
「
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
」
な
ど
８

件
が
選
ば
れ
た
。

同
庁
は
、
新
た
な
候
補
を


月

日
ま
で
募
集
し
た
。

１
０
０
年
フ
ー
ド
の
有
識

者
特
別
賞
は
次
の
通
り
（
カ

ッ
コ
内
は
都
道
府
県
、
応
募

団
体
・
組
織
名
）
。

【
伝
統
】

き
り
た
ん
ぽ
（
秋
田
県
、

秋
田
名
物
本
場
大
館
き
り
た

ん
ぽ
協
会
）
▽
五
家
宝
（
埼

玉
県
、
熊
谷
市
文
化
遺
産
保

存
事
業
実
行
委
員
会
）
▽
太

巻
き
祭
り
ず
し
（
千
葉
県
、

千
葉
伝
統
郷
土
料
理
研
究

会
）
▽
小
田
原
蒲
鉾
（
神
奈

川
県
、
小
田
原
蒲
鉾
協
同
組

合
）▽
ま
す
寿
し（
富
山
県
、

富
山
ま
す
寿
し
協
同
組
合
）

▽
若
狭
地
方
の
ニ
シ
ン
の
す

し
（
福
井
県
、
御
食
国
若
狭

倶
楽
部
）
▽
ぼ
た
ん
鍋
（
兵

庫
県
、丹
波
篠
山
観
光
協
会
）

▽
出
雲
そ
ば
（
島
根
県
、
出

雲
食
戦
略
会
議
）
▽
カ
ツ
オ

の
た
た
き
（
高
知
県
、
高
知

カ
ツ
オ
県
民
会
議
）
▽
皿
鉢

料
理
（
同
、
公
益
財
団
法
人

高
知
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
）
▽
北
九
州
の
糖
の

食
文
化
（
福
岡
県
、
北
九
州

小
倉
・
糖
床
糖
炊
き
研
究
会
）

▽
ラ
フ
テ
ー
（
沖
縄
県
、
一

般
社
団
法
人
本
部
町
観
光
協

会
）【

近
代
】

へ
ぎ
そ
ば
（
新
潟
県
、
一

般
財
団
法
人
十
日
町
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）
▽

▽
静
岡
お
で
ん
（
静
岡
県
、

静
岡
お
で
ん
の
会
）
▽
大
阪

の
鉄
板
粉
モ
ン
文
化
（
大
阪

府
、
上
方
お
好
み
焼
た
こ
焼

協
同
組
合
）

食
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

「
食
の
体
験
・
情
報
発
信
施

設
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の

が
東
京
ガ
ス
の
「
ガ
ス
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
（
東
京
都
小
平

市
）
。

１
９
６
７
年
、
日
本
の
ガ

ス
事
業
に
関
す
る
貴
重
な
資

料
を
展
示
・
収
蔵
す
る
た
め

に
開
設
。
さ
ま
ざ
ま
な
時
代

の
ガ
ス
器
具
の
実
物
や
写

真
、
版
画
な
ど
の
印
刷
物
史

料
を
展
示
。

日
本
人
の
食
生
活
に
不
可

欠
な
炊
飯
を
進
化
さ
せ
た
国

産
ガ
ス
機
器
特
許
取
得
第
１

号
と
な
る「
ガ
ス
か
ま
ど
」

を
は
じ
め
、
昭
和
モ
ダ
ン

を
醸
し
出
す
昭
和
初
期
の

逸
品
「
四
面
式
ガ
ス
ト
ー

ス
タ
ー
」
や
「
ガ
ス
コ
ー

ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
」
、
「
ガ

ス
卵
ゆ
で
器
」
な
ど
調
理

器
具
の
実
物
な
ど
が
あ

る
。地

域
の
人
々
の
文
化
的

交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
、
明
治
錦

絵
の
企
画
展
や
ス
ケ
ッ
チ

展
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
る
。

ガ
ス
の
歴
史
を
赤
レ
ン
ガ

の
洋
館
の
中
で
学
ん
で
み
て

は
…
。

沖
縄
料
理
に
は
豚
肉
が
欠

か
せ
な
い
。
数
あ
る
豚
料
理

の
中
で
１
０
０
年
フ
ー
ド
と

し
て
認
定
さ
れ
た
の
が
「
ラ

フ
テ
ー
」
。
シ
ン
プ
ル
で
あ

り
な
が
ら
手
間
暇
か
け
ら
れ

た
一
品
で
、
沖
縄
県
本
部
町

で
は
観
光
商
品
と
し
て
販
売

す
る
方
針
だ
。

本
部
町
観
光
協
会
の
紹
介

文
に
よ
る
と
、
ラ
フ
テ
ー
は

沖
縄
の
慶
事
・
弔
事
で
出
さ

れ
る
重
箱
料
理
（
三
枚
肉
と

し
て
）
に
も
入
っ
て
い
る
。

近
年
で
は
市
販
品
が
主
流
と

な
り
、
元
々
は
保
存
食
と
し

て
各
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
た

味
が
途
絶
え
つ
つ

あ
る
。

明
治
生
ま
れ
の

祖
母（
お
ば
ぁ
ー
）

か
ら
受
け
継
い
だ

味
を
、
琉
球
王
朝

時
代
の
宮
廷
料
理

か
ら
一
般
家
庭
へ

と
広
が
っ
て
い
っ

た
沖
縄
料
理
の
歴

史
と
と
も
に
継
承

し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
。




